










はじめに:小児科診療において、発熱を主訴とする児はきわめて多い。発熱に解熱剤をどう

使うかについては、議論がある1)。しかし、発熱は母親の心配の最たるものであり、不機

嫌、食欲不振、さらには、熱性けいれんをおこすものがあるため、高熱の場合には解熱剤

を使用することが多い。 

われわれは、解熱剤の使用法、薬動力学的研究をすすめている。今回は、そのひとつとし

て、解熱剤使用時の低体温について、久留米大学小児科で経験した症例と、聖マリア病院

小児科過去 2年間の症例を検討した。また、アセトアミノフェンによる低体温発生率にも

ふれる。 

今回は、Fleisher の Pediatric emergency medicine の深部体温において,35・5℃以下を

低体温とする定義に従ったが、深部体温でなくえきか温によった. 


